
社協だよりは、町民皆さんからの会費・寄附金の一部を活用し作成しました

ホームページで社協の最新情報をチェック！
＊社協の事業は皆様の「会費」・「寄附金」で支えられています。
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今月の題字を書いてくれたのは…今月の題字を書いてくれたのは…

山内 心々菜山内 心々菜（やまうち ここな）さん９歳です。（やまうち ここな）さん９歳です。
応募資格：町内在住の小学３年生までのお子さま
題字条件：「びほろしゃきょうだより」横書き・太字・で本人が記載
応募方法：題字を書いた平面の紙とお子さまの写真（データ）、お子さま
　　　　  の名前、年齢、親御さんの名前・電話番号をメールにて受付中

カレンダーリサイクル市にカレンダーリサイクル市
17年間ありがとうございました17年間ありがとうございました

幕幕に

題字募集中！応募資格：町内在住の小学３年生までのお子さま
題字条件：「びほろしゃきょうだより」横書き・太字
応募方法：題字を書いた平面の紙とお子さまの写真（データ）、お子さま
　　　　  の名前、年齢、親御さんの名前・電話番号をメールにて受付中

題字募集中！題字募集中！

　2007（平成19）年から2019年までカレンダーリサイクル市を開催した実行委員会が活動を終了しました。3月4日、
益金残高25万4803円を美幌町社会福祉協議会に寄付いただきました。
　2007（平成19）年から2019年までカレンダーリサイクル市を開催した実行委員会が活動を終了しました。3月4日、
益金残高25万4803円を美幌町社会福祉協議会に寄付いただきました。
　カレンダーリサイクル市は町内の障がい福祉団体の活動資金造成を目的に、９つの
福祉団体で構成し、町民や企業から寄せられたカレンダーを安価で販売、その益金を
町内の障がい福祉団体に助成してきました。
　これまで（実質13年間）に寄せられたカレンダー・手帳は3万9千部、収益は総額169
万7778円、障害福祉団体に合計1,442,975円の助成などを行いました。
　20年以降はコロナ化で開催を見送り、今年2月の実行委員会で今後の開催について
協議した結果、開催当初と異なり、現在は活用できる助成金があることや、実行委員会
構成団体の人員不足などを理由に所期の目的を達成したとして、終了を決定しました。



 私は、令和６年２月２１日～２７日まで
全国社会福祉協議会北海道東北ブロ
ック第１クールの一員として、石川県
羽咋郡「志賀町」の災害ボランティア
センターにて、現地調査班として支援
業務に従事しました。
　志賀町は１月２６日に災害ボランテ
ィアセンターの活動を開始。活動開始
からちょうど１か月目を迎える節目で
の派遣でした。
　現場は様々な情報・物資・人材の整
備を進めている段階であり、混沌とし
た状態のなか手探りで被災者支援を
行っていました。
　現地調査班は、被災者宅に赴き被
災者から直接、ニーズ（依頼）を聞き取
り、聞き取った詳細な依頼内容を精査
し、ボランティアの必要人数や、必要
な資機材を選別いただくために重要
な情報をセンターに持ち帰ることが業
務となります。業務中、半壊した屋内
で被災者から「どこから手を付けたら
いいのか」「どうしたらいいのか」とい
う投げかけを直接受ける機会が多かっ
たのですが、様々なものが整備段階で
あった今回の活動期間では、明確な答
えを自分たちでは出すことができない
歯がゆさがありました。
　帰任して思うことは、平時から公共・
民間に関わらず「まちにある組織・団
体」とのつながりを意識し、緊急時に
協力できる関係を築いていくことが復
興の大きな一歩になります。それを意
識しこれからの仕事にいかしていきた
いです。

志賀町災害ボランティアセンター帰任報告
令和６年能登半島地震に係る被災地

志賀町災害ボランティアセンター帰任報告
令和６年能登半島地震に係る被災地

志賀町災害ボランティアセンター帰任報告
令和６年能登半島地震に係る被災地

西脇　一宏
福祉活動専門員

石川県志賀町



 １２月１日から１２月３１までに実施した「歳末たすけあい募
金」にお寄せいただいた募金1,232,510円は全額、民生委
員児童委員の方々を通じて次の方々にお見舞い金としてお
贈りしました

 赤い羽根共同募金は令和６年度に美幌町内へ７０％還元され、社会福祉を目的として活動する民間の福祉団
体、ボランティアグループ、地域福祉事業に対して助成されます（審査あり。４ページをご覧下さい。）
　残りの３０％は北海道域で福祉施設の整備・福祉車両の購入・災害準備金の積立等に使われます。

ー 皆さまの善意に深く感謝申し上げます ー

令和５年度共同募金運動終了（令和５年１０月１日～１２月３１日）

令和５年度募金実績

募金種別
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古舘 繁夫

 ４，４３５，２９２令和５年度募金実績 円 ４，４３５，２９２円

１２月末に「歳末見舞金」として全額
町内で活用させていただきました
１２月末に「歳末見舞金」として全額
町内で活用させていただきました

●低所得者世帯４３世帯（８９人）
●ひとり親子育て世帯５１世帯（１３２人）
●在宅障がい者１４人 ●在宅療養者６人



令和６年度共同募金助成金申請のお知らせ令和６年度共同募金助成金申請のお知らせ令和６年度共同募金助成金申請のお知らせ

１，２５６，０００円１，２５６，０００円

　皆様の会費が社会福祉協議会を支えています。
　令和６年度も様々な社協活動を継続して実施可能できるよう、多
くの皆さまの会員ご加入、ご協力をお願い申し上げます。

　皆様の会費が社会福祉協議会を支えています。
　令和６年度も様々な社協活動を継続して実施可能できるよう、多
くの皆さまの会員ご加入、ご協力をお願い申し上げます。

■対　　象：
■受付期間：
■助成の例：

■問合せ先：

美幌町内の社会福祉を目的とする民間福祉団体、ボランティアグループ等
令和６年４月１日（月）～５月３１日（金）
認知症予防や孤独防止のための交流事業、ボランティア活動に必要な具材、福祉用具・
介護用品の購入など
※次のような事業は対象となりません。
・政治、宗教、組合の運動手段として行う事業や営利目的の事業
・総会など団体の運営に要する費用や、福祉を目的としない事業
美幌町共同募金委員会（社会福祉法人美幌町社会福祉協議会内） ☎７２－１１６５

　令和６年度に、社会福祉を目的とする民間の福祉団体、ボランティアグループ、NPO法人等が行う事
業に対し、赤い羽根共同募金運動で皆さまよりお寄せいただいた募金を財源として助成いたします。

委員長　逸見 美徳（理事）　副委員長　野口 富弘 （理事）　委　員　石川 亘 （理事）
委　員　藤野木昭和（理事）　委　員　村田 純一 （理事）　委　員　河端 勲 （理事）

　２頁の写真を見て皆様はいかが感じますでしょうか。能登半島は海岸線に景勝地が多くて、個人
的にはマイカーなどで何回か周遊した所なので特に心が痛みます。最近の災害は忘れないうちに訪
れます、日頃の備えが大切です。町民の皆様は落下物やタンスの転倒防止などの対策を日頃からし
ておきたいものですね。
今年度から「しゃきょうだより」の発行が年４回になり、延べ頁数が大幅に減ります。掲載方法など
を刷新して、皆様には必要な情報を的確にお届けして参りたいと考えておりますので、よろしくお願
いいたします。　
４月は年度替わりで、新入学・就職・転勤などで、どきどき・ワクワク・希望の月でもあります。南の方
からは花の便りも届いています。今年度も健康に気をつけて元気に過ごしましょう。 (記 : 逸見)
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令和５年度社協会員加入ありがとうございました令和５年度社協会員加入ありがとうございました
令和５年度社協会費

6280世帯

令和６年２月11日～令和６年３月１5日まで受付分
◆社会福祉事業へ
　塩田　倫子
　石原　邦彦
　平野　祥子
　中川　　功
　前崎　孝子
　有限会社かつや 若林恵美子
　代表取締役社長　若林輝彦の葬儀に際して

　夫・塩田敏文の葬儀に際して
　珈琲講座の講師料を福祉のために
　夫・平野茂夫の葬儀に際して
　母・中川アサ子の葬儀に際して
　夫・前崎久信の葬儀に際して

◆共同募金委員会へ
　東雲クラブ　会長 杉原掬也
◆日本赤十字社能登半島地震災害義援金へ
　美幌町明和大学 学生一同
　美禽長寿クラブ会長　松倉　勇
　美幌消防親睦会

皆様からの心のこもったあたたかい善意誠にありがとうございます

【寄附金】※敬称略

※敬称略
【寄附物品（リングプル・あて布・新品衣料など）】
　仲1東自治会 女性部 部長 辻村和子
　美幌消費者協会 会長 白石さよ
　谷出省吾

◆美幌こども食堂・美幌高校教育後援会へ
　特定非営利活動法人元気プロジェクト
　　　　　理事長　村田　将昭

◆美幌こども食堂・美幌高校教育後援会へ
　特定非営利活動法人元気プロジェクト
　　　　　理事長　村田　将昭


